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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，情報の偏りを検知して補正できるシステム“情報栄養士”を実現するため，情

報の相互関係を分析して組織化する技術，特に，話題分布および事象やエンティティの相互関

係の分析とそれに基づく差異分析について研究開発を行った．また，応用システムを試作して，

Web コンテンツ，放送コンテンツおよび新聞データを用いて実験を行い，開発技術の有効性と

有用性を確かめた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 In this work, to implement a information system called “Information Nutritionist”, 
which detects bias in information and provides complementary information to users, 
we are studying on relationship analysis and organization mechanisms of information; 
especially, we are working on analyzing topic distribution, causal and interests 
relations. Application systems based on these methods have been developed. We 
carried out experiments by using the data of Web contents, TV-programs and news 
articles. These experimental results have validated our methods.       
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１．研究開始当初の背景 

IT 技術の普及と進歩に伴って，発信され，

再利用可能な情報量は，爆発的に増大してい

る．爆発する大量で多様な情報からユーザの

興味のある情報だけではなく，真に必要とす

る情報を効率よくかつ偏りなく獲得できる

ことは，成熟したゆとりのある情報社会を実

現するためには，必要かつ重要である．本研

究では，情報の相互関係を整理して，偏りを

発見して補正でき，バランスよく情報の獲得

を支援するシステムを実現するための基盤

技術について研究開発を行う． 
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２．研究の目的 

 本研究の目的は，情報の偏りを補正し，詳

しくかつバランスよく情報を提供するシス

テム“情報栄養士”を実現するための基盤技

術の確立である．そのため，以下の項目につ

いて研究開発を行う． 

  (1) Web ページの話題分布分析とそれに基

づく差異分析の技術 

 (2) 事象間の関係分析と知識化技術 

(3) エンティティマイニングおよびそれに

基づく比較分析技術 

 
３．研究の方法 

 本研究では，情報の偏りを明らかにするた

め，情報の関係を解明し，比較して差異を明

らかする手法に着目して研究開発を行った. 

開発技術の有用性・有効性を保つため，要素

技術とその応用の開発を同時に推進した． 

(1) 話題と視点に基づく多様性分析技術：関

連情報を収集して情報の分布を明らかにし

て差異を発見する手法を開発． 

(2) エンティティマイニングとそれに基づく

比較分析技術：エンティティに対する記述の

差異を検知して発信者の偏りを検知する技

術や，利害関係をマイニングして記述の差異

を検知する技術を開発． 

(3) 事象の因果関係マイニングと因果ネット

ワーク構築技術：事象の相互関係，由来を明

らかにして知識化して情報の理解を支援す

る技術を開発． 

 
４．研究成果 

(1) 話題と視点に基づく多様性分析 

 インターネットで利用可能なニュースコン

テンツも玉石混淆の状態になりつつある．特

に，利用される素材や発信者の観点の違いか

ら，ニュース内容の偏った場合がある．そこ

で，我々は，ニュース報道の多様性を分析し，

偏りのあった場合はそれを明らかにしてユー

ザのニュース理解を支援するシステムについ

て研究開発を行っている．本研究では，我々

は，記事や映像などのニュースコンテンツは

実世界の部分クリピングであることに着目し

て，関連するニュースコンテンツをメディア

横断して収集して分類と比較を行い，ニュー

ス報道における視点（注目点）の多様性を分

析してユーザに提示するシステムTVBanc

（Topic and Viewpoint Based Bias Analysis 

of News Content）を開発した（図１）． 

我々は，ニュース記事に書かれているイベ

ントやアクティビリティを話題と呼び，それ

を表現するキーワードの構造体Content- 

Structure を提案する．Content-structure 

は，subject-term，aspect-term とstate-term 

から構成されるキーワードのタプルであり，

語の頻度，品詞，位置および共起関係に基づ

いて抽出される．直感的に，subject-term は，

イベントやアクティビリティの主題を表し，

aspect-term とstate-term はそのアスペク 

トと状態を表す．本研究では，ニュースコン

テンツのテキストの全体から抽出される

content-structure をそのニュースの話題と

し，ニュースの視点（注目点）を，追加説明

や独自素材のよく書かれている最終段落から

抽出されるcontent-structureとする． 

与えられたニュース項目に対して，TVBanc 

は，まず，対象ニュースコンテンツの話題と

視点を抽出して，関連ニュース報道をメディ

ア横断して収集する．そして，これらのニュ

ースコンテンツを分類して話題や視点の違い

を分析し，エントロビーを計算して報道の多

様性を評価し，結果をユーザに提示する．直

感的に，多様性の大きいニュース項目の場合

は，様々な視点の報道があるため，より多く

のニュース項目を読んで理解する必要がある．

一方，多様性の小さい項目の場合，その他の

項目での新規情報が尐ないため，多くのニュ



ース項目を読む必要はないが，情報の信憑性

には疑問が残る． 

10名の学生を被験者とし，NHK ニュース，

FNNニュース，News-iとNews24から選んだ10

個の映像ニュース項目を対象とした実験では，

話題と視点の抽出手法および多様性分析手法

の有効性と有用性の確認ができた． 

 

        図１ TVBanc 

 

(2) エンティティマイニングとそれに基づ
く差異分析 
 ①発信者分析 

 情報発信者が定常的に持っている独特の

観点や取り上げる事象を分析して発信者の

バイアスを明らかにすることが可能である.

例えば，他の発信者に比べてある政党に対

して否定的な記述が多い，ある国に関する

記事ではある人物を一緒に取り上げがちで

あるといった特徴である． 

我々はエンティティに関する記述に基づい

てニュース発信者の特徴の差異を定量的に分

析する手法を提案している.特定のエンティ

ティに関する記述には発信者の観点や意見の

違いが出ること多々ある．これは特定の政治

家や政党，国に関する記述に関しては顕著で

あり，そういった記述は発信者の特徴を表し

やすいものと考えられる．我々は各発信者の

記事集合からこのような記述を分析し，発信

者の特定エンティティに対する記述特徴を発

見する手法を提案する． 

ニュース発信者のエンティティに関する記

述は次の2 通りに分けられると考えられる． 

・エンティティに対する主観的記述 

・エンティティに対する客観的記述 

例えば「安部首相が悪い」といった記述は発

信者の安部首相に対する否定的な意見が現れ

ている．一方「安部首相が北朝鮮を非難する」

といった記述は単なる事実を述べた記述であ

る．我々は前者を発信者の主観的記述，後者

を客観的記述と呼ぶ．主観的記述とは発信者

の主観が現れているような記述であり，この

ような記述は発信者の特徴を直に表している

ものと考えられる．客観的記述は事実を述べ

た記述である．客観的記述は単に事実を述べ

ているだけであり，発信者の特徴には無関係

であると考えられるかも知れないが，我々は

発信者の事実の取り上げ方に特徴が表れてい

ると想定している．例えばある発信者が同じ

事実を何度もとりあげるといった特徴や他の

発信者が取り上げていないような事実を取り

上げているといった特徴である．このような

事実の取り上げる回数や事実の網羅度を分析

するために客観的記述は重要である． 

特定のエンティティに関する記述を抽出す

るために，まず我々はそのエンティティに対

して用いられている表現について分析する．

エンティティに対して用いられている形容詞，

副詞などは発信者の意見が現れていると考え，

発信者の主観的記述に分類される．またエン

ティティが何をどうしたなど，エンティティ

が現れる「主語-目的語-述語」の表現は，エ

ンティティに関する事実を述べていると考え

られ，客観的記述に分類される．このように

エンティティに用いられる表現のパターン 

によって主観的，客観的記述を抽出する．注

意したいのは，ここでは文単位ではなく，表

現単位で記述を抽出する． 

続いて抽出した主観的記述と客観的記述を



利用して，発信者の特徴ベクトルを生成する．

特徴ベクトルを生成するにあたって，発信者

の特徴を測るためのいくつかの指標を設定し，

それぞれの指標に基づいて数値を算出し，ベ

クトルを生成する．まず一つ目の項目は，主

観的記述に対する分析で，対象エンティティ

への発信者の肯定，否定度を数値で表現する．

次に二つ目の項目は，客観的記述に対する分

析で，発信者が取り上げている対象エンティ

ティに関する事実がバランスよいものか，偏

ったものでないかを表す被覆度で数値化する．

三つ目の項目は発信者が対象エンティティに

対して主観的に書きやすいか，事実を取り上

げる程度かを判定するためのもので，記述数

で数値化する．これらの指標により発信者の

エンティティに対する特徴ベクトルを生成す

る．生成した特徴ベクトルを用いて，発信者

の過去の傾向の違いや発信者同士の傾向の違

いを発見できることを， 朝日新聞，毎日新聞，

読売新聞および産経新聞のニュース記事

（2010年1月1日から2010年8月20日まで）を用

いた実験で確認した. 

 

②ステークホルダマイニング

 図２ ステークホルダマイニングによる比較 

 我々は利害関係者（ステークホルダー）に

着目し，人物や利害関係に関する記事を分析

して，ニュース報道における偏向の分析を行

う手法を開発した. 

我々は，ステークホルダーを「ある事象に

参加しており，他の参加者とその事象に関し

て利害関係を持つもの」として定義する．ま

た，利害関係を持つ可能性のある実体，例え

ば国，人，組織などをエンティティとする． 

ステークホルダーは他のステークホルダーと

利害関係を持つため，利害関係を持つエンテ

ィティはステークホルダーと見なせる．よっ

て，記事から事象における利害関係を分析す

ることでステークホルダーを抽出できる．ま

た，映像ニュースの場合，エンティティの出

現頻度についても考慮する. 

エンティティ間の利害関係の特定は文の構

造を用いて行う．そこで我々はエンティティ

間の関係を分析するために，関係の分析に適

した関係構文構造を定義する．また，利害関

係は単語によって表現されるため，エンティ

ティの関係を表現する語彙の辞書である関係

語辞書（RelationshipSentiWordNet）を構築 

した．この辞書は各語彙にポジティブ，ネガ

ティブ，オブジェクティブの3 つの数値を割

り当てており，ポジティブの数値が高い程エ

ンティティ間の関係が良いことを表現し，ネ

ガティブの数値が高い程悪いことを表す．オ

ブジェクティブは客観的な程度を意味する．

関係語辞書に含まれる語彙と関係構文構造を 

用いて記事から抽出した利害関係に基づいて

利害関係グラフを構築する．このグラフから

利害一致及び利害対立している関係をまとめ

ることによって事象におけるステークホルダ

ーを発見できる．そして，記事から抽出した

ステークホルダーと関係構文構造を用いて，

記事のステークホルダーに対する評価を求め

る．評価値はWordNet から作成した感情辞書

であるSentiWordNetを用いて分析を行う． 

さらに，ステークホルダマイニングを用い

た，ニュース報道の偏向分析手法を提案し，

その試作システムを作成した（図２）．4人の

大学生を対象としたユーザ実験では，ステー



クホルダマイニングによって事象に対するニ

ュース記事の視点を定量化することができ，

ニュース記事の偏向分析が可能となったこと

を確認できた． 

 

(3) 因果関係マイニングと因果関係ネッ
トワーク構築 

① 因果関係の抽出手法 

従来から因果関係の抽出や組織化に関す

る研究は数多く行われている. これらの研究

では，言語的な特徴として手がかり表現を用

いて因果関係を発見して抽出する手法を多く

提案している．しかしながら，ニュース記事

には，因果関係に関する記述の一部を省略す

る場合が多く，従来手法では因果関係の抽出

を行うことが困難である場合がある．  

そこで，本研究では，ニュース記事の主題

と結果事象の一致性や，原因記述同士の類似

性に着目し，因果関係を抽出する手法を開発

した．具体的に，ナイーブベイズモデルを用

いて記述の末尾の表現をモデル化して構築し

た識別器を用いて，タイトルと本文から結果

と原因記述をそれぞれ抽出して因果関係を生

成した．349件の経済ニュース記事を対象とし

た評価実験の結果から，記述が省略された場

合でも，提案手法は，原因記述を3 割から4 割

程度の再現率で抽出でき，さらに抽出された

原因記述の約9 割は対応する結果事象と主題

が一致していたことが分かった．因果関係抽

出の適合率と再現率はそれぞれ0.74と0.65で

あった． 

 

②因果関係ネットワークの増分構築手法 

事象とその相互関係は，時間の経過ととも

に変化する．しかしながら，従来の因果関係

ネットワークの構築手法では，因果関係の時

系列特徴が十分に考慮されておらず，事象間

の関係を正確に整理できない場合がある． 

そこで，我々は，因果関係ネットワークを増

分に構築する手法を提案する．基本的に，手

がかり表現を用いて事象間の因果関係をニ

ュース記事から抽出し，結合や簡略といった

操作を用いて因果関係ネットワークを増分

に更新していく．しかしながら，従来のキー

ワード集合ベースの事象の表現および結合

手法では，因果関係ネットワークを効率よく

構築できない． 

・事象間の同一性判定を総当たりで行うた

め，計算量が大きい． 

・事象の結合は事象を表すキーワード集合

の類似度に依存するため，結合の順序によっ

て生成されるネットワークが異なる場合が

ある．つまり，因果関係ネットワークの構築

の一貫性に問題がある． 

そこで我々は，キーワードの抽出手法に述

語項構造を導入し，事象をトピックと内容を

表すキーワード構造体のペアによって表現

する TEC（Topic Event Casual network  

Model)モデルとそれに基づくネットワーク

の結合手法を提案し，これらの課題の改善を

試みた． 

・トピックと内容を独立して事象を表現す

るモデルを用いて事象間の同一性判定を類

似トピック内に限定することによる計算量

の削減を実現した． 

・事象を表現する語彙の役割（SVO 構造）

と意味（概念）を考慮してネットワークを構

築する手法を提案し，事象の内容を表す語の

役割を考慮し，WordNet やオントロジーを用

いて概念レベルで事象の類似性を計算する

ことで，ネットワーク構築の一貫性を保つこ

とを可能となった． 

我々は，GoogleNews から七つのトピック計

60 記事を収集して評価実験を行い，ネットワ

ーク構築の効率の改善を確認できた．  
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